
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】流体による管の電気的衝撃および／または汚染

のリスクを軽減すること、および流体接触に起因する電

気的衝撃および／または短絡からの隔離を可能にする医

療器具用シール装置を提供する。

【解決手段】管端部１０が、接触面を有するフランジ４

０と、フランジ４０の接触面に隣接する溝と、チップ５

００と連結される連結部と、チップ５００が連結部と連

結されているときにフランジ４０の接触面に圧力をかけ

て接するように溝内に配置された、弾性変形可能なガス

ケット１００とを含んでいる医療器具用シール装置。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 管 端 部 と 器 具 チ ッ プ と を 連 結 す る 医 療 器 具 用 シ ー ル 装 置 で あ っ て 、
　 接 触 面 を 含 む フ ラ ン ジ と 、
　 前 記 フ ラ ン ジ の 前 記 接 触 面 に 隣 接 す る 溝 と 、
　 前 記 チ ッ プ と 連 結 さ れ る よ う に 構 成 さ れ た 連 結 部 と 、
　 前 記 溝 内 に 配 置 さ れ 、 前 記 チ ッ プ が 前 記 連 結 部 と 連 結 さ れ て い る と き に 前 記 フ ラ ン ジ の
前 記 接 触 面 に 圧 力 を か け て 接 す る よ う に 構 成 さ れ た 、 弾 性 変 形 可 能 な ガ ス ケ ッ ト と 、
を 備 え る 医 療 器 具 用 シ ー ル 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ガ ス ケ ッ ト が 前 記 チ ッ プ に よ っ て 圧 迫 さ れ て い る と き に 、 前 記 管 端 部 の 内 部 を 前 記
管 端 部 の 外 部 か ら 電 気 的 に 隔 離 す る よ う に 構 成 さ れ た エ ラ ス ト マ ー 材 料 を 前 記 ガ ス ケ ッ ト
が 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 器 具 用 シ ー ル 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 連 結 部 分 が 、 前 記 管 端 部 の 外 部 表 面 と 内 部 表 面 と の う ち の 少 な く と も 一 方 に ね じ 切
り を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 腹 腔 鏡 管 端 部 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 チ ッ プ が 前 記 連 結 部 に 着 脱 自 在 に 連 結 可 能 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 器 具 用 シ
ー ル 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ガ ス ケ ッ ト が 、 略 四 角 形 、 略 円 形 、 お よ び 略 丸 み の つ い た 形 の う ち の い ず れ か の 断
面 を 有 し 、 粘 着 性 材 料 に よ っ て 前 記 溝 に 結 合 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 器 具 用 シ ー ル
装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 チ ッ プ が 、 前 記 ガ ス ケ ッ ト を 前 記 フ ラ ン ジ の 前 記 接 触 面 に 押 し つ け 、 前 記 チ ッ プ と
前 記 管 端 部 と の 間 に 耐 流 体 性 シ ー ル を 形 成 す る よ う に 構 成 さ れ た 、 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療
器 具 用 シ ー ル 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 チ ッ プ の ヨ ー ク を 受 け る よ う に 構 成 さ れ た 内 部 と 、
　 ね じ 切 り に よ っ て 前 記 チ ッ プ の 前 記 ヨ ー ク と 連 結 さ れ る よ う に 構 成 さ れ た 内 部 ね じ 切 り
部 分 と を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 器 具 用 シ ー ル 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 チ ッ プ に よ っ て 前 記 ガ ス ケ ッ ト が 前 記 フ ラ ン ジ の 前 記 接 触 面 に 押 し つ け ら れ た と き
に 、 前 記 ガ ス ケ ッ ト の 外 側 の 半 径 が 、 圧 迫 さ れ て い な い 半 径 か ら 最 大 半 径 ま で 増 え る よ う
に 構 成 さ れ 、
　 前 記 最 大 半 径 が 前 記 フ ラ ン ジ の 半 径 を 超 え な い 、 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 器 具 用 シ ー ル 装
置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 フ ラ ン ジ 、 前 記 溝 、 前 記 連 結 部 、 前 記 器 具 チ ッ プ 、 お よ び 前 記 ガ ス ケ ッ ト の う ち の
少 な く と も １ つ に 配 置 さ れ 、 前 記 管 端 部 の 内 部 を 前 記 管 端 部 の 外 部 か ら 、 少 な く と も 密 閉
ま た は 絶 縁 す る よ う に 構 成 さ れ た グ リ ス を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 器 具 用 シ
ー ル 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 連 結 部 が 、 前 記 器 具 チ ッ プ の 外 部 表 面 と 前 記 器 具 チ ッ プ の 内 部 表 面 と の う ち の 少 な
く と も 一 方 に ね じ 切 り を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 器 具 用 シ ー ル 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 管 端 部 と 連 結 さ れ る チ ッ プ で あ っ て 、
　 ね じ 切 り に よ っ て 管 端 部 と 連 結 さ れ る よ う に 構 成 さ れ た ね じ 切 り 部 分 と 、
　 前 記 ね じ 切 り 部 分 と 連 結 さ れ る バ ッ ク ハ ブ と 、
　 前 記 シ ー ル が 、 前 記 チ ッ プ が 前 記 管 端 部 と 連 結 さ れ る と き に 、 前 記 管 端 部 に 圧 力 を か け
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て 接 す る よ う に 構 成 さ れ た チ ッ プ 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 管 端 部 の フ ラ ン ジ お よ び 前 記 腹 腔 鏡 管 端 部 の ガ ス ケ ッ ト と 接 す る よ う に 構 成 さ れ た
先 端 を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の チ ッ プ 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 ね じ 切 り に よ っ て 前 記 管 端 部 の 内 部 と 連 結 さ れ る よ う に 構 成 さ れ た ヨ ー ク を さ ら に 備 え
、
　 前 記 シ ー ル が 前 記 管 端 部 の 外 部 表 面 を 内 部 か ら 電 気 的 に 絶 縁 す る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の
チ ッ プ 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 シ ー ル が 前 記 バ ッ ク ハ ブ に 対 し て 成 形 さ れ る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の チ ッ プ 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 ね じ 切 り 部 分 、 前 記 管 端 部 、 前 記 バ ッ ク ハ ブ 、 お よ び 前 記 シ ー ル の う ち の 少 な く と
も １ つ に 配 置 さ れ 、 前 記 管 端 部 の 内 部 を 外 部 か ら 、 少 な く と も 密 閉 ま た は 絶 縁 す る よ う に
構 成 さ れ た グ リ ス を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の チ ッ プ 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 管 端 部 と チ ッ プ と を 連 結 す る 医 療 器 具 用 シ ー ル 装 置 で あ っ て 、
　 半 結 晶 性 電 気 抵 抗 性 プ ラ ス チ ッ ク 材 料 を 含 み 、 前 記 チ ッ プ と 連 結 さ れ る よ う に 構 成 さ れ
た 連 結 部 と 、
　 前 記 チ ッ プ が 前 記 管 端 部 と 連 結 さ れ た と き に 、 摩 擦 を 伴 っ て 前 記 チ ッ プ と 接 す る よ う に
構 成 さ れ た 先 細 の 張 り 部 分 と を 備 え る 医 療 器 具 用 シ ー ル 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 半 結 晶 性 電 気 抵 抗 性 プ ラ ス チ ッ ク 材 料 が 、 少 な く と も １ 種 類 の ポ リ エ ー テ ル エ ー テ
ル ケ ト ン 材 料 を 含 む 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 医 療 器 具 用 シ ー ル 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 連 結 部 内 の 溝 と 、
　 前 記 溝 内 に 配 置 さ れ た 、 熱 収 縮 材 料 の バ ン ド と 、 を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の
医 療 器 具 用 シ ー ル 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 熱 収 縮 材 料 が 、 少 な く と も １ 種 類 の ふ っ 化 エ チ レ ン プ ロ ピ レ ン 材 料 を 含 む 、 請 求 項
１ ８ に 記 載 の 医 療 器 具 用 シ ー ル 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 先 細 の 張 り 部 分 に 摩 擦 を 伴 っ て 接 す る 前 記 チ ッ プ を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 １ ６ に 記
載 の 医 療 器 具 用 シ ー ル 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 連 結 部 が 、 前 記 チ ッ プ に 着 脱 自 在 に 連 結 さ れ る よ う に 構 成 さ れ た ね じ 切 り を 含 む 、
請 求 項 １ ６ に 記 載 の 医 療 器 具 用 シ ー ル 装 置 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 管 端 部 に 固 定 的 に 結 合 さ れ た 金 属 界 面 を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 医 療 器
具 用 シ ー ル 装 置 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 金 属 界 面 が ス テ ン レ ス 鋼 を 含 む 、 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 医 療 器 具 用 シ ー ル 装 置 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 連 結 部 、 前 記 チ ッ プ 、 前 記 腹 腔 鏡 、 お よ び 前 記 先 細 の 張 り の う ち の 少 な く と も １ つ
に 配 置 さ れ 、 前 記 管 端 部 の 内 部 を 外 部 か ら 、 少 な く と も 密 閉 ま た は 絶 縁 す る よ う に 構 成 さ
れ た グ リ ス を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 医 療 器 具 用 シ ー ル 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
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　 本 発 明 は 、 腹 腔 鏡 処 置 、 骨 盤 鏡 処 置 、 関 節 鏡 処 置 、 胸 腔 鏡 処 置 、 お よ び ／ ま た は 同 様 の
そ の よ う な 処 置 を 実 施 す る 場 合 に 用 い ら れ る 腹 腔 鏡 管 端 部 の よ う な 電 気 外 科 装 置 を 含 む 医
療 器 具 用 シ ー ル 装 置 に 関 し 、 特 に 、 着 脱 可 能 な チ ッ プ が 腹 腔 鏡 管 端 部 と 連 結 さ れ る 際 に そ
の チ ッ プ を 流 体 的 に 隔 離 し 電 気 的 に 絶 縁 す る 耐 流 体 性 シ ー ル を 有 す る 電 気 外 科 装 置 に 関 す
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 患 者 の 体 内 に 挿 入 す る チ ッ プ を 管 の 先 端 に 装 着 し て 用 い る 、 腹 腔 鏡 処 置 な ど の よ う な 医
療 処 置 は 、 処 置 に 必 要 な 切 開 の 大 き さ を 最 小 限 に 抑 え る こ と に よ っ て 回 復 期 間 の 短 縮 お よ
び コ ス ト の 低 減 を は か れ る と い う 利 点 を 有 す る 。 た と え ば 、 腹 腔 鏡 手 術 を 受 け た 患 者 は 、
一 般 に 、 数 日 か ら 一 週 間 の 間 に 通 常 の 活 動 に 復 帰 で き る 。 こ れ に 対 し 、 比 較 的 大 き な 切 開
が 必 要 な 、 よ り 侵 襲 的 な 処 置 を 受 け た 患 者 は 、 回 復 に 約 １ か 月 か か る 可 能 性 が あ る （ 以 下
、 「 腹 腔 鏡 （ 処 置 ） 」 と い う 用 語 を 一 般 的 に 使 用 す る が 、 「 腹 腔 鏡 （ 処 置 ） 」 と い う 用 語
の そ の よ う な 使 用 は 、 比 較 的 小 さ く 切 開 す る 、 た と え ば 、 関 節 鏡 処 置 、 内 視 鏡 処 置 、 骨 盤
鏡 処 置 、 お よ び ／ ま た は 胸 腔 鏡 処 置 な ど の よ う な 、 同 様 の 、 ま た は 関 連 す る 処 置 を す べ て
包 含 す る こ と を 理 解 さ れ た い ） 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 チ ッ プ を 腹 腔 鏡 器 具 の 管 端 部 に 着 脱 自 在 に 連 結 す る 際 に 、 流 体 が 連 結 部
に 漏 れ 出 し た り 、 チ ッ プ ま た は 管 端 部 の 内 部 に 入 り 込 ん だ り す る と 、 面 倒 な 事 態 に な り か
ね な い 。 た と え ば 、 腹 腔 鏡 器 具 内 で 腐 敗 性 の 汚 染 が 発 生 し た り 、 そ の 汚 染 か ら 漏 電 が 発 生
し た り す る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 本 発 明 の 目 的 は 、 流 体 に よ る 管 の 電 気 的 衝 撃 お よ び ／ ま た は 汚 染 の リ ス ク を 軽 減
す る こ と 、 お よ び 流 体 接 触 に 起 因 す る 電 気 的 衝 撃 お よ び ／ ま た は 短 絡 か ら の 隔 離 を 可 能 に
す る 医 療 器 具 用 シ ー ル 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 述 の 特 徴 お よ び 他 の 特 徴 に 鑑 み 、 本 発 明 は 、 外 科 的 器 具 ま た は 腹 腔 鏡 器 具 の チ ッ プ と
管 端 部 と の 間 の 電 気 的 お よ び ／ ま た は 流 体 的 接 触 を 防 ぐ 医 療 器 具 用 シ ー ル 装 置 を 提 供 す る
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 に よ れ ば 、 管 端 部 は 、 接 触 面 を 有 す る フ ラ ン ジ と 、 フ ラ ン ジ の 接 触 面 に
隣 接 す る 溝 と 、 チ ッ プ と 連 結 さ れ る 連 結 部 と 、 チ ッ プ が 連 結 部 と 連 結 さ れ て い る と き に フ
ラ ン ジ の 接 触 面 に 圧 力 を か け て 接 す る よ う に 溝 内 に 配 置 さ れ た 、 弾 性 変 形 可 能 な ガ ス ケ ッ
ト と を 含 む こ と が で き る 。 ガ ス ケ ッ ト は 、 チ ッ プ に よ っ て 圧 迫 さ れ た と き に 管 端 部 の 内 部
を 管 ま た は チ ッ プ の 外 部 か ら 電 気 的 に 隔 離 す る エ ラ ス ト マ ー 材 料 を 含 む こ と が で き 、 連 結
部 は 、 管 端 部 の 外 部 表 面 ま た は 内 部 表 面 に ね じ 切 り を 含 む こ と が で き る 。 管 端 部 は 、 連 結
部 と 着 脱 自 在 に 連 結 さ れ る チ ッ プ を 含 む こ と が で き る 。 さ ら に 、 ガ ス ケ ッ ト は 、 略 四 角 形
、 略 円 形 、 ま た は 略 丸 み の つ い た 形 の 断 面 を 有 す る こ と が で き 、 粘 着 性 材 料 に よ っ て 、 ま
た は ガ ス ケ ッ ト の 弾 性 に よ っ て 溝 に 結 合 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 チ ッ プ は 、 フ ラ ン ジ
の 接 触 面 に ガ ス ケ ッ ト を 押 し つ け 、 チ ッ プ と 管 端 部 と の 間 に 耐 流 体 性 シ ー ル を 形 成 す る こ
と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 管 端 部 は ま た 、 チ ッ プ の ヨ ー ク を 受 け る 内 部 と 、 ね じ 切 り に よ っ て チ ッ プ の ヨ ー ク と 連
結 さ れ る 内 部 ね じ 切 り 部 分 と を 含 む こ と が で き る 。 さ ら に 、 チ ッ プ に よ っ て ガ ス ケ ッ ト が
フ ラ ン ジ の 接 触 面 に 押 し つ け ら れ た と き に 、 ガ ス ケ ッ ト の 外 側 の 半 径 が 、 圧 迫 さ れ て い な
い 半 径 か ら 最 大 半 径 ま で 増 え る こ と が 可 能 で あ り 、 こ の 最 大 半 径 は 、 フ ラ ン ジ の 最 も 外 側
の 半 径 を 超 え な い 。 さ ら に 、 フ ラ ン ジ 、 溝 、 連 結 部 、 器 具 、 お よ び ガ ス ケ ッ ト の う ち の 任
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意 の １ つ ま た は 複 数 に グ リ ス を 配 置 す る こ と が 可 能 で あ り 、 グ リ ス は 、 管 端 部 の 内 部 を 管
端 部 の 外 部 か ら 密 閉 お よ び ／ ま た は 絶 縁 す る こ と が 可 能 で あ り 、 さ ら に 、 連 結 部 は 、 器 具
チ ッ プ の 外 部 表 面 お よ び ／ ま た は 器 具 チ ッ プ の 内 部 表 面 に ね じ 切 り を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 別 の 態 様 に よ れ ば 、 管 端 部 と 連 結 さ れ る チ ッ プ は 、 ね じ 切 り に よ っ て 管 端 部 と
連 結 さ れ る ね じ 切 り 部 分 と 、 こ の ね じ 切 り 部 分 に 連 結 さ れ る バ ッ ク ハ ブ と 、 弾 性 変 形 可 能
で あ っ て バ ッ ク ハ ブ と 結 合 さ れ る シ ー ル と を 含 む こ と が 可 能 で あ り 、 こ の シ ー ル は 、 チ ッ
プ が 管 端 部 と 連 結 さ れ る と き に 、 管 端 部 に 圧 力 を か け て 接 す る こ と が 可 能 で あ る 。 チ ッ プ
は ま た 、 管 端 部 の フ ラ ン ジ お よ び 管 端 部 の ガ ス ケ ッ ト と 接 す る 先 端 を 含 む こ と も 可 能 で あ
る 。 さ ら に 、 チ ッ プ は 、 ね じ 切 り に よ っ て 管 端 部 の 内 部 と 連 結 さ れ る ヨ ー ク （ ま た は 、 よ
り 一 般 的 に は 、 ス テ ム 、 ポ ス ト 、 ま た は 他 の 任 意 の 好 適 な 内 部 部 材 な ど で あ っ て 、 こ れ ら
は ヨ ー ク と ほ ぼ 等 価 で あ る こ と が 可 能 な の で 、 以 下 で 用 い る 「 ヨ ー ク 」 と い う 用 語 に 包 含
さ れ る と 考 え ら れ て よ い ） を 含 む こ と が 可 能 で あ り 、 結 果 と し て 得 ら れ る シ ー ル は 、 管 端
部 ま た は チ ッ プ の 外 部 表 面 を 管 端 部 の 内 部 か ら 電 気 的 に 絶 縁 す る 。 さ ら に 、 こ の シ ー ル は
、 バ ッ ク ハ ブ に 対 し て 成 形 さ れ る か 、 接 着 剤 に よ っ て 結 合 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の さ ら に 別 の 態 様 に よ れ ば 、 チ ッ プ に 連 結 す る 腹 腔 鏡 管 端 部 が 、 ね じ 切 り に よ っ
て チ ッ プ と 連 結 さ れ る 連 結 部 と 、 半 結 晶 性 電 気 抵 抗 性 プ ラ ス チ ッ ク 材 料 を 含 む ね じ 切 り 部
分 と 、 チ ッ プ が 管 端 部 と 連 結 さ れ た と き に 摩 擦 を 伴 っ て チ ッ プ と 接 す る こ と が 可 能 な 先 細
の 張 り と を 含 む こ と が で き る 。 半 結 晶 性 電 気 抵 抗 性 プ ラ ス チ ッ ク 材 料 は 、 少 な く と も １ 種
類 の ポ リ エ ー テ ル エ ー テ ル ケ ト ン （ Ｐ Ｅ Ｅ Ｋ ） 材 料 を 含 む こ と が で き 、 管 端 部 は さ ら に 、
連 結 部 に 溝 を 含 む こ と が で き 、 そ の 溝 内 に 熱 収 縮 材 料 の バ ン ド が 配 置 す る こ と が で き る 。
こ の 熱 収 縮 材 料 は 、 少 な く と も １ 種 類 の ふ っ 化 エ チ レ ン プ ロ ピ レ ン （ Ｆ Ｅ Ｐ ） 材 料 お よ び
／ ま た は 他 の 任 意 の 弾 性 材 料 ま た は エ ラ ス ト マ ー 材 料 （ た と え ば 、 プ ラ ス チ ッ ク 、 ゴ ム な
ど で あ り 、 必 ず し も こ れ ら に 限 定 さ れ な い ） 、 ま た は こ れ ら の 組 み 合 わ せ を 含 む こ と が で
き る 。 管 端 部 は さ ら に 、 管 端 部 と 連 結 さ れ た チ ッ プ を 含 む こ と が 可 能 で あ り 、 そ の 連 結 部
は 、 チ ッ プ と 着 脱 自 在 に 連 結 さ れ る ね じ 切 り を 含 む 。 管 端 部 は ま た 、 管 端 部 に 固 定 的 に 結
合 さ れ た 金 属 界 面 を 含 む こ と も 可 能 で あ り 、 こ の 金 属 界 面 は 、 ス テ ン レ ス 鋼 を 含 む こ と が
で き る 。 チ ッ プ ま た は 管 端 部 （ ま た は こ れ ら の 任 意 の 構 成 要 素 ） に グ リ ス ま た は 他 の 任 意
の そ の よ う な 粘 性 流 体 ま た は 粘 性 材 料 を 配 置 す る こ と も 可 能 で あ り 、 こ れ ら は 、 管 端 部 の
内 部 を 外 部 か ら 密 閉 お よ び ／ ま た は 絶 縁 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 他 の 例 示 的 実 施 形 態 お よ び 利 点 に つ い て は 、 本 開 示 お よ び 添 付 図 面 を 精 査 す る
こ と に よ っ て 理 解 さ れ よ う 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 流 体 に よ る 管 の 電 気 的 衝 撃 お よ び ／ ま た は 汚 染 の リ ス ク を 軽 減 す る こ
と 、 お よ び 流 体 接 触 に 起 因 す る 電 気 的 衝 撃 お よ び ／ ま た は 短 絡 か ら の 隔 離 を 可 能 と し た 医
療 器 具 を 得 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 の 詳 細 な 記 載 に お い て 本 発 明 を さ ら に 詳 し く 説 明 す る が 、 そ の 際 に は 、 本 発 明 の 特
定 の 実 施 形 態 の 限 定 的 で な い 例 と し て 前 述 の 図 面 を 参 照 す る 。 こ の 図 面 に お け る 参 照 符 号
は 、 図 面 の 複 数 の 図 を 通 し て 類 似 で あ る 要 素 を 表 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 明 細 書 に 示 し た 詳 細 は 、 例 示 で あ り 、 本 発 明 の 実 施 形 態 の 例 証 的 説 明 の み を 目 的 と し
て お り 、 本 発 明 の 原 理 お よ び 概 念 的 諸 態 様 の 最 も 有 用 で あ っ て 容 易 に 理 解 さ れ る と 考 え ら
れ る 記 述 を 提 供 す る た め に 提 示 さ れ て い る 。 こ の 点 に お い て 、 本 発 明 の 基 本 的 理 解 に 必 要
で あ る 以 上 に 詳 細 に 本 発 明 の 構 造 的 詳 細 を 示 す こ と は 意 図 し て い な い 。 図 面 と と も に 行 わ
れ る 説 明 は 、 本 発 明 の 様 々 な 形 態 が 実 際 に ど の よ う に 具 現 化 さ れ う る か を 当 業 者 に 対 し て

10

20

30

40

50

(5) JP 2007-29725 A 2007.2.8



明 ら か に す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ （ Ａ ） お よ び （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 腹 腔 鏡 手 術 （ た と え ば 、 焼 灼 に よ る 組 織 の 切 開
） を 実 施 す る た め の 医 療 器 具 ６ ５ は 、 （ た と え ば 、 電 気 は さ み 、 焼 灼 ツ ー ル な ど の よ う な
） ツ ー ル ５ ０ ５ を 有 す る チ ッ プ ５ ０ ０ を 一 般 に 含 む こ と が で き る が 、 こ れ に 限 定 さ れ な い
。 チ ッ プ ５ ０ ０ は 、 手 術 を 実 施 す る 医 療 ス タ ッ フ ま た は 医 師 に よ っ て 操 作 可 能 な 持 ち 手 ６
２ （ ま た は 他 の 好 適 な 制 御 装 置 ） と 結 合 さ れ た 基 部 ６ ３ か ら 延 び る 管 ６ １ の 管 端 部 １ ０ と
連 結 す る こ と が 可 能 で あ る 。 た と え ば 、 図 １ （ Ｂ ） 、 図 ２ （ Ａ ） お よ び （ Ｂ ） に 示 す よ う
に 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に よ る 腹 腔 鏡 管 端 部 １ ０ は 、 （ ね じ 切 り に よ っ て チ ッ プ ５ ０
０ の バ ッ ク ハ ブ ５ １ ０ に 連 結 お よ び ／ ま た は 装 着 す る こ と が 可 能 な ） 雄 ね じ （ 外 部 ね じ 切
り ） ２ ０ を 、 フ ラ ン ジ ４ ０ お よ び 外 部 シ ー ス ６ ０ と と も に 含 む こ と が で き る 。 さ ら に 、 第
１ の 実 施 形 態 に よ る 腹 腔 鏡 管 端 部 １ ０ は 、 た と え ば 、 天 然 ゴ ム ま た は 人 造 ゴ ム 、 プ ラ ス チ
ッ ク （ た と え ば 、 ポ リ エ チ レ ン 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 、 ま た は 他 の 任 意 の 好 適 な プ ラ ス チ ッ ク
ポ リ マ ー な ど ） 、 お よ び ／ ま た は 樹 脂 （ お よ び ／ ま た は こ れ ら の 任 意 の 好 適 な 混 合 物 ま た
は 合 成 物 ） を 含 み 、 こ れ ら に 限 定 さ れ な い エ ラ ス ト マ ー 材 料 で 全 体 ま た は 一 部 が 形 成 さ れ
て い る こ と が 可 能 な ガ ス ケ ッ ト １ ０ ０ を 含 む こ と が で き る （ こ の エ ラ ス ト マ ー 材 料 は 、 こ
こ に 記 載 し た 例 示 的 材 料 に 限 定 さ れ な い ） 。 さ ら に 、 ガ ス ケ ッ ト １ ０ ０ は 、 一 般 に 、 腹 腔
鏡 管 端 部 の 雄 ね じ ２ ０ と フ ラ ン ジ ４ ０ の 間 に 配 置 さ れ た 溝 ７ ０ を 囲 む こ と 、 お よ び 溝 ７ ０
に ぴ っ た り 合 っ て い る こ と が 可 能 で あ り 、 ま た 、 ガ ス ケ ッ ト １ ０ ０ は 、 た と え ば 、 略 四 角
形 、 略 円 形 、 ま た は 略 丸 み の つ い た 形 の 断 面 の よ う な 任 意 の 好 適 な 断 面 を 有 す る こ と が で
き る （ た と え ば 、 図 ２ （ Ａ ） に 示 し た ガ ス ケ ッ ト １ ０ ０ の 断 面 は 略 丸 み の つ い た 形 で あ る
） 。 ガ ス ケ ッ ト １ ０ ０ の 溝 ７ ０ へ の 結 合 は 、 た と え ば 、 溝 ７ ０ の 外 側 の 周 囲 と ぴ っ た り 合
う ガ ス ケ ッ ト １ ０ ０ の そ れ 自 体 の 弾 性 お よ び ／ ま た は 粘 着 物 に よ っ て 、 ま た は 成 形 に よ っ
て 行 う こ と が 可 能 で あ る 。 溝 ７ ０ の フ ラ ン ジ ４ ０ 側 の 面 は 接 触 面 ４ １ を 構 成 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ２ （ Ｂ ） は 、 腹 腔 鏡 管 端 部 １ ０ が チ ッ プ ５ ０ ０ と 完 全 に 連 結 さ れ た と き の 、 チ ッ プ ５
０ ０ の バ ッ ク ハ ブ ５ １ ０ と 腹 腔 鏡 管 端 部 １ ０ と の 連 結 を 示 す 。 図 で は 、 チ ッ プ ５ ０ ０ の バ
ッ ク ハ ブ ５ １ ０ お よ び ヨ ー ク ５ ５ ０ が 、 そ れ ぞ れ ね じ き り （ 雌 ね じ ） ５ １ １ お よ び ５ ５ １
を 介 し て 腹 腔 鏡 管 端 部 １ ０ の そ れ ぞ れ の 部 分 と 連 結 さ れ る よ う に 示 さ れ て い る が 、 本 発 明
は 、 ね じ 切 り に よ る 連 結 に 限 定 さ れ ず 、 代 替 と し て 、 任 意 の 好 適 な 連 結 方 法 （ た と え ば 、
数 あ る 好 適 な 連 結 機 構 の 中 で も 、 ば ね 式 ビ ー ド ソ ケ ッ ト 機 構 、 バ レ ル ピ ン 、 ま た は ド ッ グ
ツ ー ス ラ チ ェ ッ ト 機 構 な ど ） を 用 い る こ と が 可 能 で あ る こ と に 注 意 さ れ た い 。 さ ら に 、 ヨ
ー ク の ね じ 切 り ５ ５ １ と バ ッ ク ハ ブ の ね じ 切 り ５ １ １ と は 、 そ れ ぞ れ の ピ ッ チ が 実 質 的 に
異 な っ て い て も よ く 、 場 合 に よ っ て は 実 質 的 に 同 等 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 バ ッ ク ハ ブ ５ １ ０ が （ た と え ば 、 ね じ 切 り に よ っ て ） 腹 腔 鏡 管 端 部 １ ０ と 完 全 に 連 結 さ
れ る と 、 バ ッ ク ハ ブ ５ １ ０ の 当 付 面 ５ １ ２ が 、 ガ ス ケ ッ ト １ ０ ０ に 接 し 、 ガ ス ケ ッ ト １ ０
０ を フ ラ ン ジ ４ ０ の 接 触 面 ４ １ に 押 し つ け る こ と が 可 能 で あ る 。 こ の 連 結 に よ っ て 、 腹 腔
鏡 管 端 部 の 内 部 が 、 チ ッ プ ５ ０ ０ ま た は 管 端 部 １ ０ の 周 囲 の あ ら ゆ る 流 体 に 対 し て 密 閉 さ
れ 、 腹 腔 鏡 管 端 部 １ ０ が 管 ６ １ お よ び チ ッ プ ５ ０ ０ の 外 部 か ら 電 気 的 に 絶 縁 さ れ 、 流 体 的
に 隔 離 さ れ る 。 こ れ は 、 当 付 面 ５ １ ２ と ガ ス ケ ッ ト １ ０ ０ と フ ラ ン ジ ４ ０ の 接 触 面 ４ １ と
の 間 の 圧 力 、 お よ び ガ ス ケ ッ ト １ ０ ０ の 粘 着 性 お よ び 弾 性 に よ っ て 流 体 シ ー ル が 形 成 さ れ
、 ガ ス ケ ッ ト １ ０ ０ の エ ラ ス ト マ ー 材 料 の 電 気 的 絶 縁 性 に よ っ て 高 い 電 気 的 イ ン ピ ー ダ ン
ス が 形 成 さ れ る た め で あ る 。 さ ら に 、 バ ッ ク ハ ブ ５ １ ０ が ガ ス ケ ッ ト １ ０ ０ に 完 全 に 結 合
さ れ て い る 場 合 の バ ッ ク ハ ブ ５ １ ０ の 圧 力 に よ っ て 、 バ ッ ク ハ ブ ５ １ ０ が 管 端 部 １ ０ に 対
し て 回 転 し た り 、 管 端 部 １ ０ か ら 外 れ た り す る こ と を 有 効 に 妨 げ る こ と が で き る 。 こ れ は
、 バ ッ ク ハ ブ ５ １ ０ の 当 付 面 ５ １ ２ が ガ ス ケ ッ ト １ ０ ０ の エ ラ ス ト マ ー 材 料 に 接 し て 発 生
す る 摩 擦 抵 抗 が 、 バ ッ ク ハ ブ ５ １ ０ が 管 端 部 １ ０ に 対 し て 回 転 し た り 、 ね じ が 外 れ た り す
る の を 防 ぐ よ う に 働 く か ら で あ る 。 ガ ス ケ ッ ト １ ０ ０ の 構 成 、 形 状 、 お よ び ／ ま た は 材 料
は 、 た と え ば 、 バ ッ ク ハ ブ ５ １ ０ と の 摩 擦 接 触 、 流 体 シ ー ル の 有 効 性 、 お よ び ／ ま た は 流
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体 シ ー ル の 電 気 的 イ ン ピ ー ダ ン ス の 有 効 性 を 最 大 化 す る よ う に 選 択 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 さ ら に 、 ガ ス ケ ッ ト １ ０ ０ の 高 さ （ 最 も 外 側 の 半 径 ） 、 お よ び ／ ま た は ガ ス ケ ッ ト １ ０
０ の 変 形 特 性 を 、 た と え ば 、 バ ッ ク ハ ブ ５ １ ０ が 腹 腔 鏡 管 端 部 １ ０ と 完 全 に 連 結 さ れ た と
き に ガ ス ケ ッ ト １ ０ ０ の 最 上 部 の 表 面 が フ ラ ン ジ ４ ０ の 高 さ を 超 え な い よ う に 選 択 し た り
、 た と え ば 、 腹 腔 鏡 器 具 ６ ５ の 挿 入 ま た は 取 り 出 し の 際 の 出 っ 張 り や 不 要 な 摩 擦 を 最 小 化
す る た め に 、 ガ ス ケ ッ ト １ ０ ０ の 最 上 部 が 、 初 期 の 圧 迫 さ れ て い な い 高 さ か ら 最 大 高 さ ま
で 変 形 し た と き に 、 そ の 最 大 高 さ に よ っ て 、 バ ッ ク ハ ブ ５ １ ０ 、 ガ ス ケ ッ ト １ ０ ０ 、 お よ
び フ ラ ン ジ ４ ０ に わ た っ て 実 質 的 に 連 続 的 ま た は 滑 ら か な 外 側 表 面 全 体 が 形 成 さ れ る よ う
に 選 択 す る こ と が で き る 。 腹 腔 鏡 管 端 部 １ ０ お よ び ／ ま た は 他 の 構 成 要 素 を 、 単 独 で あ れ
、 別 の 密 閉 お よ び ／ ま た は 絶 縁 方 法 と の 組 み 合 わ せ で あ れ 、 密 封 お よ び ／ ま た は 絶 縁 す る
た め に 、 グ リ ス 、 オ イ ル 、 パ テ 、 エ ポ キ シ 、 に か わ 、 樹 脂 、 粘 性 流 体 ま た は 粘 性 材 料 、 お
よ び ／ ま た は 他 の 任 意 の 好 適 な 材 料 （ 図 示 せ ず ） を 用 い る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 た と え ば 、 図 ２ （ Ａ ） 、 （ Ｂ ） お よ び 図 ３ に 示 す よ う に 、 腹 腔 鏡 管 端 部 １ ０ は 、 チ ッ プ
５ ０ ０ の ヨ ー ク ５ ５ ０ の ね じ 切 り ５ ５ １ と 連 結 さ れ る 内 部 ね じ 切 り ５ １ を 有 す る 内 部 ５ ０
を 含 む こ と が で き る 。 さ ら に 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 チ ッ プ ５ ０ ０ の バ ッ ク ハ ブ ５ １ ０ は 、
管 端 部 １ ０ の 雄 ね じ ２ ０ と 連 結 さ れ る ね じ 切 り ５ １ １ を 含 む こ と も 可 能 で あ り 、 ヨ ー ク ５
５ ０ の ね じ 切 り と バ ッ ク ハ ブ ５ １ ０ の ね じ 切 り と で は 、 そ れ ぞ れ の ね じ 切 り ピ ッ チ が 異 な
っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ４ 、 図 ５ （ Ａ ） お よ び （ Ｂ ） は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 を 示 す 。 こ こ で は 、 チ ッ プ
５ ０ ０ が 第 １ の シ ー ル ２ ０ ０ を 含 み 、 第 １ の シ ー ル ２ ０ ０ に お い て バ ッ ク ハ ブ ５ １ ０ が 管
端 部 １ ０ の 先 端 と 接 触 す る 。 し た が っ て 、 バ ッ ク ハ ブ ５ １ ０ が 管 端 部 １ ０ に 対 し て き つ く
締 め ら れ る と 、 た と え ば 、 管 端 部 １ ０ の 末 端 ２ １ と バ ッ ク ハ ブ ５ １ ０ の 圧 迫 面 ５ ０ １ と の
間 で 第 １ の シ ー ル ２ ０ ０ の エ ラ ス ト マ ー 材 料 が 圧 迫 さ れ る こ と に よ っ て 、 シ ー ル が 形 成 さ
れ る 。 第 １ の シ ー ル ２ ０ ０ は 、 チ ッ プ ５ ０ ０ の バ ッ ク ハ ブ ５ １ ０ に 装 着 さ れ る も の と し て
例 示 さ れ て い る が 、 代 替 と し て 、 た と え ば 、 管 端 部 １ ０ の 先 端 に 装 着 す る こ と も 可 能 で あ
る 。 さ ら に 、 第 １ の シ ー ル ２ ０ ０ の 断 面 は 、 四 角 形 、 円 形 、 ま た は 他 の 任 意 の 好 適 な 形 状
な ど 、 任 意 の 適 切 な 形 状 を 有 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ５ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 腹 腔 鏡 管 端 部 １ ０ は 、 フ ラ ン ジ ４ ０ に 隣 接 す る 第 ２ の シ ー ル
１ １ ０ を 含 む こ と も 可 能 で あ る 。 第 ２ の 実 施 形 態 の 一 態 様 に よ れ ば 、 第 ２ の シ ー ル １ １ ０
は 、 断 面 の 径 ま た は 面 積 を 第 １ の シ ー ル ２ ０ ０ の そ れ よ り 小 さ く す る こ と が 可 能 で あ り （
第 １ の シ ー ル ２ ０ ０ の 断 面 は 、 た と え ば 、 図 ５ （ Ｂ ） に 示 す よ う な 丸 い 形 で あ っ て も 、 図
５ （ Ａ ） に 示 す よ う な 矩 形 で あ っ て も よ い ） 、 こ れ に よ っ て 密 閉 お よ び 絶 縁 の 有 効 性 を 高
め る こ と が で き る 。 第 ２ の 実 施 形 態 の さ ら に 別 の 態 様 に よ れ ば 、 第 ２ の シ ー ル １ １ ０ は 、
バ ッ ク ハ ブ ５ １ ０ が 腹 腔 鏡 管 端 部 １ ０ の フ ラ ン ジ ４ ０ の 接 触 面 ４ １ に 押 し 寄 せ る よ う に 接
す る こ と 、 お よ び バ ッ ク ハ ブ ５ １ ０ の 底 面 が 第 ２ の シ ー ル １ １ ０ の エ ラ ス ト マ ー 材 料 と 溝
７ ０ の 底 と に 圧 力 を か け て 接 触 す る こ と に よ っ て シ ー ル が 形 成 さ れ る こ と を 同 時 に 可 能 に
す る の に 好 適 な サ イ ズ お よ び 形 状 を 有 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ６ （ Ａ ） お よ び （ Ｂ ） は 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 を 示 す 。 こ こ で は 、 全 体 ま た は 少
な く と も 一 部 が 半 結 晶 性 電 気 抵 抗 性 プ ラ ス チ ッ ク 材 料 （ た と え ば 、 ポ リ エ ー テ ル エ ー テ ル
ケ ト ン （ Ｐ Ｅ Ｅ Ｋ ） な ど ） で 作 ら れ た 腹 腔 鏡 管 端 部 １ １ が 腹 腔 鏡 器 具 に 含 ま れ る 。 第 ３ の
実 施 形 態 の 別 の 態 様 に よ れ ば 、 腹 腔 鏡 管 端 部 １ １ は 、 チ ッ プ の バ ッ ク ハ ブ と の 間 が 少 な く
と も 軽 微 な 締 ま り ば め に な る よ う に 、 張 り ３ １ ま た は 先 細 の 区 間 を 含 む こ と が で き る 。 張
り ３ １ お よ び バ ッ ク ハ ブ の 締 ま り ば め に よ る 摩 擦 に よ っ て 得 ら れ る ト ル ク 平 衡 効 果 に よ っ
て 、 腹 腔 鏡 器 具 ６ ５ の 使 用 時 に 、 腹 腔 鏡 管 端 部 １ １ と 連 結 さ れ て い る チ ッ プ が そ の 場 所 に
と ど ま ろ う と す る 安 定 性 が 向 上 す る 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
　 第 ３ の 実 施 形 態 の 別 の 態 様 に よ れ ば 、 腹 腔 鏡 管 端 部 １ １ は 、 熱 収 縮 材 料 の バ ン ド ７ ０ ０
が 中 に 配 置 さ れ る 溝 ７ ０ を 含 む こ と が で き る 。 こ の 熱 収 縮 材 料 は 、 チ ッ プ ５ ０ ０ を 腹 腔 鏡
管 端 部 １ １ に 結 合 す る 際 に 発 生 す る 摩 擦 が 、 バ ン ド ７ ０ ０ が 存 在 し な い 場 合 に 腹 腔 鏡 管 端
部 １ １ に よ っ て 発 生 す る で あ ろ う 摩 擦 よ り も 、 小 さ く な る よ う に 、 全 体 ま た は 一 部 が 少 な
く と も １ 種 類 の ふ っ 化 エ チ レ ン プ ロ ピ レ ン （ Ｆ Ｅ Ｐ ） 材 料 で 形 成 さ れ 、 選 択 さ れ た 形 状 お
よ び 材 料 組 成 を 有 す る こ と が で き る 。 熱 収 縮 材 料 の バ ン ド ７ ０ ０ は 、 チ ッ プ ５ ０ ０ が 腹 腔
鏡 管 端 部 １ １ と 連 結 さ れ て い る と き に 耐 水 シ ー ル と な っ て 、 腹 腔 鏡 器 具 ６ ５ の 耐 流 体 性 お
よ び 電 気 的 絶 縁 性 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 第 ３ の 実 施 形 態 の さ ら な る 態 様 に よ れ ば 、 ス テ ン レ ス 鋼 ま た は 他 の 任 意 の 、 医 療 器 具 用
と し て 好 適 な 材 料 （ た と え ば 、  生 物 学 的 に 不 活 性 な 鉄 ま た は 非 鉄 金 属 な ど ） で 作 ら れ た
金 属 界 面 ま た は ア ダ プ タ ６ ０ ０ が 管 端 部 １ １ の 内 部 ５ ０ に 含 ま れ る こ と が 可 能 で あ り 、 金
属 界 面 ま た は ア ダ プ タ ６ ０ ０ は 、 （ た と え ば 、 成 形 、 接 着 、 ま た は 溶 接 に よ っ て ） 管 端 部
１ １ の 内 部 ５ ０ に 接 合 さ れ る 。 金 属 界 面 ６ ０ ０ は 、 他 の 部 品 と の 溶 接 に 好 適 な 表 面 を 提 供
す る こ と が 可 能 で あ り 、 内 軸 ア セ ン ブ リ の 動 き を 制 御 す る ス ロ ッ ト 機 構 ま た は 可 動 ア セ ン
ブ リ （ た と え ば 、 ス ロ ッ ト 形 状 お よ び ／ ま た は バ レ ル ピ ン な ど ） を 組 み 込 む の に 十 分 な 耐
久 性 を 有 す る 材 料 を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 Ｐ Ｅ Ｅ Ｋ な ど の 半 結 晶 性 電 気 抵 抗 性 プ ラ ス チ ッ ク 材 料 で 構 成 さ れ る 腹 腔 鏡 管 端 部 １ １ が
、 た と え ば Ｆ Ｅ Ｐ で 構 成 さ れ る 熱 収 縮 材 料 の バ ン ド ７ ０ ０ と と も に 、 電 気 的 抵 抗 性 を 与 え
て 耐 流 体 性 シ ー ル を 形 成 す る の で 、 腹 腔 鏡 器 具 ６ ５ の 全 体 的 な 電 気 絶 縁 性 能 お よ び 流 体 か
ら 隔 離 さ れ る 性 能 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 さ ら に 、 ツ ー ル ５ ０ ５ を は さ み の 形 で チ ッ プ ５ ０ ０ 上 に 含 む も の と し て 腹 腔 鏡 器 具 ６ ５
を 例 示 し て き た が 、 本 発 明 は 、 そ れ に 限 定 さ れ ず 、 代 替 と し て 、 た と え ば 、 把 持 ツ ー ル 、
光 学 機 器 お よ び ／ ま た は ラ イ ト 、 電 気 ま た は 熱 に よ る 焼 灼 ツ ー ル 、 ま た は 他 の 任 意 の 、 腹
腔 鏡 器 具 ま た は 他 の 外 科 器 具 ま た は 内 科 器 具 で の 使 用 に 好 適 な ツ ー ル を 含 む こ と が で き る
こ と を 理 解 さ れ た い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 先 述 の 各 例 は 説 明 目 的 で の み 提 示 さ れ た も の で あ っ て 、 本 発 明 を 限 定 す る も の と 解 釈 さ
れ る べ き で は な い こ と に 注 意 さ れ た い 。 い く つ か の 実 施 形 態 を 参 照 し な が ら 本 発 明 を 説 明
し て き た が 、 本 明 細 書 で 用 い た 文 言 は 、 説 明 お よ び 例 示 の 文 言 で あ っ て 、 限 定 の 文 言 で は
な い こ と を 理 解 さ れ た い 。 現 在 記 載 さ れ て い て 、 か つ 補 正 さ れ て い る 添 付 の 特 許 請 求 項 の
範 囲 に お い て 、 本 発 明 の 範 囲 お よ び 趣 旨 を 逸 脱 す る こ と な く 、 本 発 明 の 各 種 態 様 の 変 更 を
行 う こ と が 可 能 で あ る 。 本 明 細 書 で は 、 特 定 の 手 段 、 材 料 、 お よ び 実 施 形 態 を 参 照 し な が
ら 本 発 明 を 説 明 し て き た が 、 本 発 明 は 、 本 明 細 書 で 開 示 さ れ た 詳 細 に 限 定 さ れ る も の で は
な く 、 む し ろ 、 添 付 の 特 許 請 求 項 の 範 囲 に 含 ま れ る 、 機 能 的 に 等 価 な あ ら ゆ る 構 造 、 方 法
、 お よ び 用 途 に 拡 張 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 （ Ａ ） は チ ッ プ お よ び 腹 腔 鏡 管 を 含 む 腹 腔 鏡 医 療 器 具 の 一 例 を 示 す 図 で あ り 、 （
Ｂ ） は 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に よ る 、 腹 腔 鏡 管 端 部 か ら 取 り 外 さ れ た チ ッ プ を 示 す 図 で
あ る 。
【 図 ２ 】 （ Ａ ） は 第 １ の 実 施 形 態 に よ る 、 ガ ス ケ ッ ト を 有 す る 腹 腔 鏡 管 端 部 を 示 す 切 欠 図
で あ り 、 （ Ｂ ） は 、 （ Ａ ） に 示 さ れ た 、 ガ ス ケ ッ ト を 有 す る 腹 腔 鏡 管 端 部 が チ ッ プ の バ ッ
ク ハ ブ と 連 結 さ れ て い る 様 子 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ね じ 切 り を 有 す る バ ッ ク ハ ブ を 示 す 一 部 切 欠 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に よ る 、 腹 腔 鏡 管 端 部 と 連 結 さ れ た チ ッ プ を 示 す 一 部 切
欠 図 で あ る 。
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【 図 ５ 】 （ Ａ ） は 断 面 が 四 角 形 で あ る シ ー ル を 有 す る 、 第 ２ の 実 施 形 態 に よ る 腹 腔 鏡 管 端
部 を 示 す 図 で あ り 、 （ Ｂ ） は 、 断 面 が 円 形 で あ る シ ー ル を 有 す る 、 第 ２ の 実 施 形 態 に よ る
腹 腔 鏡 管 端 部 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 （ Ａ ） は 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に よ る 、 Ｐ Ｅ Ｅ Ｋ 材 料 お よ び 熱 収 縮 管 材 料 で 形
成 さ れ た 腹 腔 鏡 管 端 部 を 示 す 図 で あ り 、 （ Ｂ ） は 第 ３ の 実 施 形 態 に よ る 、 Ｐ Ｅ Ｅ Ｋ 材 料 で
作 ら れ 、 熱 収 縮 管 材 料 お よ び 先 細 の 張 り を 有 す る 腹 腔 鏡 管 端 部 の 内 部 、 な ら び に ス テ ン レ
ス 鋼 の 管 端 部 部 分 を 示 す 、 （ Ａ ） の VIＡ － VIＡ 線 に 沿 う 切 欠 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
１ ０ 　 腹 腔 鏡 管 端 部
２ ０ 　 雄 ね じ
２ １ 　 末 端
３ １ 　 張 り
４ ０ 　 フ ラ ン ジ
４ １ 　 接 触 面
５ ０ 　 内 部
５ １ 　 内 部 ね じ 切 り
６ ０ 　 外 部 シ ー ス
６ １ 　 管
６ ２ 　 持 ち 手
６ ３ 　 基 部
６ ５ 　 腹 腔 鏡 器 具
７ ０ 　 溝
１ ０ ０ 　 ガ ス ケ ッ ト
１ １ ０ 　 第 ２ の シ ー ル
２ ０ ０ 　 第 １ の シ ー ル
５ ０ ０ 　 チ ッ プ
５ ０ １ 　 圧 迫 面
５ ０ ５ 　 ツ ー ル
５ １ ０ 　 バ ッ ク ハ ブ
５ １ １ 　 ５ ５ １ 　 ね じ き り
５ １ ２ 　 当 付 面
５ ５ ０ 　 ヨ ー ク
７ ０ ０ 　 バ ン ド
６ ０ ０ 　 ア ダ プ タ （ 金 属 界 面 ）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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